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挑 発 関 係 ＝ 中 平 卓 馬× 森 山 大 道
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開
館
時
間
：
9:
30
‒1
7:
00
（
入
館
は
16
:3
0ま
で
）
休
館
日
：
月
曜
日（
7月
17
日
、 9
月
18
日
は
開
館
）

観
覧
料
：
一
般
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／
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歳
未
満
・
学
生
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／
65
歳
以
上
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／
高
校
生
10
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※
中
学
生
以
下
と
障
が
い
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
方（
お
よ
び
介
助
者
原
則
1
名
）は
無
料
で
す
。 

※
フ
ァ
ミ
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ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
日
：
毎
月
第
1
日
曜
日
は
、 1
8歳
未
満
の
お
子
様
連
れ
の
ご
家
族
は
割
引
料
金（
65
歳
以
上
の
方
を
除
く
）で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

※
そ
の
他
の
割
引
に
つ
き
ま
し
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。  
※
混
雑
状
況
に
よ
り
、入
場
制
限
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
最
新
情
報
は
美
術
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

I R A  TA K UM A

挑発関係

中平卓馬

森山大道

PHOTOS: NAKAHIRA TAKUMA & MORIYAMA DAIDO, DESIGN: MACHIGUCHI SATOSHI+MATCH&CO.

【アクセス】
公共交通：JR横須賀線「逗子」駅前（東口3番のりば）または
京浜急行「逗子・葉山」駅前（南口2番のりば）から
京浜急行バス「逗11」または「逗12」系統（海岸回り・葉山行）で

「三ヶ丘・神奈川県立近代美術館前」下車（所要約20分）
車：横浜横須賀道路「逗子IC」または「横須賀IC」から7‒8km

【葉山館駐車場（有料）のご案内】
営業時間：8:30‒18:00（入庫は16:30まで） 
駐車料金（1時間／追加は30分毎に加算）
7‒8月：普通車600（1,000）円／大型車 1,800（1,800）円 ※（　）内は土日祝の料金となります。

※本展観覧券をお持ちの方は1時間半無料です。 
※レストランやショップで2,000円以上ご利用いただいた方は1時間無料（併用で最大2時間半）となります。
9月：普通車400円／大型車1,200円

※本展観覧券をお持ちの方は1時間無料です。
※レストランやショップで2,000円以上ご利用いただいた方はさらに1時間無料（併用で最大2時間）となります。

【同時開催】コレクション展「加納光於　色（ルゥーパ）、光、そのはためくものの」KANO Mitsuo - Rūpa, Light, Fluttering Things: From the Museum Collection 会場：葉山館 展示室1
企画展「吉村 弘　風景の音  音の風景」→9月3日（日）YOSHIMURA Hiroshi: Ambience of Sound, Sound of Ambience

コレクション展「荘司 福　旅と写生／ドローイング」9月16日（土）→11月26日（日）SHOJI Fuku: Trips, Sketches, and Drawings: From the Museum Collection
会場：鎌倉別館 Tel. 0467-22-5000

日本の写真史に大きな独自の足跡を残す二人の写真家・中平卓馬（1938-2015）と森山大道（1938-）は、
1964年の晩冬に、写真家・東松照明の紹介によって知り合いました。
当時は雑誌編集者であった中平と、写真家としての活動を開始したばかりだった森山は、
同い歳であること、ともに逗子に住んでいたことから、頻繁に会うようになります。

二人は、寺山修司に請われてその雑誌連載にともに写真を掲載し、
伝説的な写真誌『PROVOKE』の同人になるなど、
交流を深め、刺激し合いながらも、それぞれ独自の写真表現を模索していきます。
この、お互いを唯一無二の同志として意識し挑発しあう特別な関係は、
中平が亡くなる2015年まで、あるいは森山にとっては、その関係はいまもまだ継続しています。

本展は、そうした半世紀以上にわたる二人のつながり――
出会い、交流、共同作業、相違、交差、反発、共感、畏敬
――をあらためて美術館という空間に引き込み、ぶつけ、検証する、はじめての試みです。

ここ葉山・逗子を中心とした神奈川県内で撮影された、
60-80年代の貴重な雑誌や写真集、ヴィンテージ・プリント、
本展のために制作したプリント、映像、さらには2000年代以降の作品などを展示し、
日本のみならず海外のアートにまで影響を与えてきた、二人の「挑発関係」を明らかにします。
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中平卓馬　N1, 3：『来たるべき言葉のために』（1970年）　　N2：『原点復帰─横浜』（2003年）　　N4：『Adieu à X』（1989年）
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